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1. はじめに 

  五感と呼ばれる知覚情報処理過程により、我々

は豊富で詳細な外的世界の特徴情報を得ることが

できる。このような、独立した各感覚器官による

特徴抽出を踏まえて、様々な特徴や感覚を結び付

ける過程が我々の行動にとって最も重要である。

このような統合処理までの認知過程を総称して、

「統合的認知」と呼ぶことにする。この統合的認

知に至る過程が、単純な行動に限らず、思考や感

情、意図／意思の形成にとっても重要であること

は間違いない。認知過程を解明するために、旧来

の脳科学や神経生理学で取組まれている要素還元

的な脳機能の理解には限界があり、認知心理学的

もしくは認知科学的なアプローチによって、人間

の行動を統合的に理解することの必要性を強調し

なければならない[1]。 

  

2. 統合的認知とは何か？ 
  脳機能計測によって、特定部位の賦活が捉えら

れたとしても、外的刺激で誘発されたのがその部

位だけである可能性は高くなく、常に他部位の賦

活との関係も考慮しなければならず、各部位が果

たす機能を特定することは一般に難しい[2][3]。要

素還元的な脳機能の理解だけが強調されれば、こ

のような認知に関する実験データの基本的な捉え

方さえ、忘れがちになることを指摘しておく。 

  一方、新たに「統合的認知」の解明を目指すの

であれば，これまで認知機能の解明を目指してき

た、旧来のアプローチと差別化を図らなければな

らないだろう。但し、現状では明確な差別化がで

きているとは言いがたい。そもそも、認知心理学

もしくは認知科学的なアプローチは、典型的な脳

科学や神経生理学におけるアプローチに比べれば、

いわゆるメタプロセスに相当する認知過程の解明

を担ってきたはずであり、そのようなメタプロセ

スの解明に用いられてきた洗練された科学的実験

手法は、「統合的認知」を扱う上でも必要不可欠で

ある。すなわち、精神物理学もしくは実験心理学

の中で確立されてきた手法は、人間の行動を科学

的に分析する際には欠かすことができない。 

  統合的認知で強調したいのは、隠れた接続関係

の重要性であり、ニューラルネットワーク研究と

の整合性は高い。但し，統合的認知は、ランダム

に接続されたネットワークから解を模索するので

はなく、進化の過程で蓄積された構造を基盤にし

ながら、個人差を生み出すような要因や接続関係

も考慮した総合的な理解を目指すことになる。た

とえば、個人差に影響を及ぼす発達過程や文化な

ども考慮に入れた議論が必要である。 

  脳機能計測の発展により、微動だにしない体か

らでも、脳活動という「行動」が精密に観察でき

るようになった。すなわち、「行動」の定義が変わ

りつつあり、注意や意識などの内部プロセスが認

知心理学の主要なテーマになったのは、このよう

な最先端実験機器の開発による「行動」の定義の

変容と無関係ではない。もちろん、たとえば注意

という行動を旧来の定義でも観察することは可能

である[4][5]。しかし、脳内の活動という内部プロ

セス含めて考えれば、外に現れる行動だけを扱っ

ているだけでは分からない真実が明らかになるか

もしれない。歴史的にみれば、行動主義心理学に

比べて、認知心理学では内的過程も扱うことに特

徴があったのだが、認知心理学において扱われて

きた行動の大半は、正答率と反応時間であったの
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で、これに脳活動も行動に含めると考えることで、

ある種のパラダイムシフトが生じたはずである。

すでに、先端的な認知心理学では、脳機能計測の

結果をうまく融合させて進められており、「統合的

認知」において、それを追認しているに過ぎない。

但し、先端的な脳機能計測は、要素還元的な分析

に陥り易いことをあらためて指摘しておきたい。 

  認知過程の結合関係を同定するにあたり、旧来

は統計的検定により結合の有無を判断してきたが、

統合的認知では結合の存在が前提で、相反する結

合のバランスが実験条件や個人差による変動を生

じさせると理解する。個人差の取扱いについて、

旧来は個人差を基準に要因間の差異を検定してき

たが、統合的認知においては個人差を生じさせる

要因が、研究目的の１つとなる。また、行動の定

義について、旧来は統制された外的行動の観察に

よる内的過程の推定をしてきたが、統合的認知で

は内部プロセスを含む行動としての理解を試みる。 

  

3. 統合的認知の研究テーマ 
  統合的認知に関する研究をいくつかの研究課題

に分けて整理すると、注意[6]-[8]、オブジェクト・

情景認知[9]-[11]、身体と空間の表象[12]、感覚融

合認知[13][14]、美感[15]、共感覚[16][17]という

６つのテーマを挙げることができる。このような

分け方をすること自体、要素還元的な研究だとい

うご批判もあるかもしれないが、それぞれのテー

マの詳細を知って頂ければ、そのような批判には

当たらないことを理解して頂けると思う。 

  たとえば、「共感覚」とは、実在しないにも関わ

らず、脳が紡ぎだす特殊な感覚統合現象である。

すなわち、１つの感覚器官の刺激（例えば，音楽

や文字）によって、別の感覚もしくは特徴（例え

ば，色）を感じる現象であり、ごく一部の人だけ

が経験することができると考えられてきたが[18]、

共感覚は脳内の統合的認知過程で生じる現象とし

て必ずしも特殊な認知過程ではなく、共感覚者と

非共感覚者という、２分法的な見方をするのでは

なく、ある種の個人差として連続的な分布を想定

して扱うべきであると感じている。 

  統合的認知は上述の６研究テーマに限られるこ

とを主張している訳ではなく、我々の認知過程を

改めて統合的認知と捉えることで、今後新たな研

究テーマも生まれ、それぞれが拡大、発展してい

くことを期待している。 
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